
　
東
日
本
大
震
災
津
波
の
復
興
支
援
や
子
ど
も
た
ち
の
進
学
支
援
な
ど
、
当
町
に
多
大
な

る
支
援
を
い
た
だ
い
た
「
復
興
あ
り
が
と
う
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
の
台
湾
。
こ
の
特
集
で
は
、

台
湾
か
ら
の
こ
れ
ま
で
の
温
か
い
支
援
と
、
当
町
と
の
深
い
関
わ
り
を
振
り
返
り
ま
す
。

２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
「
復
興
あ
り
が
と
う

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」
の
取
り
組
み
の
中
で
、

大
槌
町
が
登
録
し
て
い
る
友
好
国
の
一
つ

で
す
。

　
台
湾
と
の
交
流
の
き
っ
か
け
は
、
平
成

23
年
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
津
波
。
こ
の
震
災
津
波
は
、
大
槌
町
に

家
屋
の
全
壊
半
壊
４
，１
６
７
棟
、
死
者

行
方
不
明
者
１
，２
８
６
人
も
の
未
曽
有

の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
が
、
町
の
復

興
ま
で
の
道
の
り
で
は
、
新
し
い
多
く
の

つ
な
が
り
が
芽
生
え
ま
し
た
。

町
に
届
い
た
温
か
い
支
援

　
台
湾
に
お
い
て
赤
十
字
活
動
を
行
う
組

織
の
中ち

ゅ
う

華か

民み
ん

國こ
く

紅べ
に

十じ
ゅ
う

字じ

會か
い

か
ら
は
、
震
災

後
、
海
外
の
被
災
者
を
救
援
す
る
目
的
の

寄
付
金
「
海
外
救
援
金
」
を
活
用
し
た
、

約
14
億
円
も
の
義
援
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
震
災
津
波
に
よ
っ
て
住
む
場
所
を
失

っ
た
多
く
の
被
災
者
に
、
１
日
で
も
早
く

心
か
ら
休
む
こ
と
が
で
き
る
住
居
を
提
供

す
る
た
め
、
こ
の
義
援
金
は
、
町
内
に
建

設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
公
営
住
宅
６
５
６

戸
の
整
備
費
用
な
ど
に
充
て
ら
れ
ま
し
た
。

義
援
金
が
使
わ
れ
た
公
営
住
宅
に
は
、
台

湾
か
ら
の
支
援
へ
の
感
謝
を
示
す
看
板
や

石
碑
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
財
団
法
人
台た

い

湾わ
ん

慈つ
ー

濟ち
ー

慈じ

善ぜ
ん

事じ

業ぎ
ょ
う

基き

金き
ん

会か
い

は
、
慈
善
事
業
を
中
心
に
活
動
し
、
災
害

発
生
時
に
は
支
援
活
動
も
行
う
団
体
。
震

災
直
後
に
は
、
大
槌
町
の
被
災
世
帯
に
義

援
金
を
送
る
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

被
災
者
支
援
の
縁
も
あ
り
、
大
槌
町
は
、

こ
の
基
金
会
が
創
立
し
た
奨
学
金
制
度

「
慈
濟
新
芽
奨
学
金
」
の
募
集
を
、
平
成

　

２
月
１
日
（
木
）、
台
湾•

台
北
市
で

漫
画
や
ア
ニ
メ
を
発
信
す
る
国
際
イ
ベ
ン

ト
「
２
０
２
４
台
北
国
際
動
漫
節
」
が
行

わ
れ
、
大
槌
町
長
を
含
む
４
人
が
台
湾
を

訪
問
し
、
大
槌
町
ブ
ー
ス
を
出
展
。
大
槌

町
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
「
大
槌
カ
イ
」

な
ど
を
通
じ
て
、
町
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　
当
日
、
日
本
主
題
館
で
行
わ
れ
た
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
現
在
制
作
中
の
町

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
の
村
長
や
、
大
槌
カ

イ
に
扮
し
た
現
地
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
登

壇
。
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
行
わ
れ
た
ク
イ
ズ

大
会
で
は
、
会
場
に
訪
れ
た
約
２
０
０
人

に
、
大
槌
町
に
関
連
し
た
ク
イ
ズ
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
、
そ
の
ク
イ
ズ
を
通
し
て
町

の
魅
力
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

台
湾
と
の
つ
な
が
り

　
台
湾
は
、
東
ア
ジ
ア
に
あ
る
面
積
約
３

万
６
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
島
。
日
本

か
ら
、
海
を
隔
て
て
南
西
に
位
置
。
２
０

30
年
に
初
め
て
開
始
。
こ
れ
ま
で
６
年
間

に
わ
た
り
、
町
内
に
住
む
10
人
の
子
ど
も

た
ち
の
将
来
の
た
め
、
進
学
費
用
を
支
援

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
町
長
ら
4
人
は
、
今
回
の
「
２
０
２
４

台
北
国
際
動
漫
節
」
ブ
ー
ス
出
展
に
合
わ

せ
、
こ
れ
ま
で
支
援
い
た
だ
い
た
中
華
民

國
紅
十
字
會
や
台
湾
慈
濟
慈
善
事
業
基
金

会
に
改
め
て
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も
に
、

町
の
復
興
状
況
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
台
湾
と
の
交
流
を
広
げ
る
た
め
、

日
本
台
湾
交
流
協
会
や
旅
行
代
理
店
３
社

を
訪
問
し
、
町
の
取
り
組
み
を
町
長
自
ら

説
明
し
ま
し
た
。

つ
な
が
り
の
芽
を

交
流
で
育
む 

　
３
月
11
日
（
月
）
で
、
東
日
本
大
震
災

津
波
か
ら
13
年
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
道
の
り
を
振
り
返
る
と
、
国
外
か
ら

も
多
く
の
温
か
い
支
援
を
い
た
だ
き
、
今

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
つ
な
が
り
は

“
謝か

ん

謝し
ゃ

”
の
み
で
終
わ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
令
和
５
年
４
月
８
日
、
お
し
ゃ
っ
ち
で

行
わ
れ
た
『
漫
画
の
絆
』
台
日
色
紙
展
。

謝
の
思
い
か
ら
描
か
れ
、
展
示
さ
れ
た
２

２
８
枚
も
の
色
紙
は
、
台
湾
と
日
本
が
互

い
に
認
め
合
っ
た
象
徴
と
も
い
え
ま
す
。

　
支
援
を
送
る
側
と
受
け
る
側
の
関
係
だ

け
で
は
な
く
、
更
に
交
流
を
深
め
、
互
い

に
理
解
し
あ
い
支
え
合
う
“
朋と

も

友だ
ち

”
の
関

係
を
築
き
上
げ
ま
し
ょ
う
。

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
10
年
の
節
目
を

迎
え
た
令
和
３
年
に
、
日
本
漫
画
家
が
、

台
湾
か
ら
の
支
援
に
改
め
て
感
謝
を
伝
え

る
た
め
描
い
た
１
０
８
枚
の
色
紙
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を
振
る

う
最
中
の
令
和
４
年
、
日
本
か
ら
台
湾
に

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
が
供
与
さ
れ
、
台

湾
漫
画
家
が
日
本
に
感
謝
を
伝
え
る
た
め

描
い
た
１
２
０
枚
の
色
紙
。
お
互
い
の
感

台湾♡大槌町
感謝を伝え、交流を深める

御社地町営住宅の入口
に設置された、台湾へ
の感謝を示す看板

大槌町を訪れた中華民國紅十字會の皆さんと、公営住宅入居者との交流の様子
（2020 年 2 月）

45 O T S U C H I  T O W N広 報 お お つ ち  2 0 2 4 . 3


